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1 はじめに
Sugihara の構成した 「変身立体」 は,人間が2つの異なる視点から見ると,錯視によ
り,2つの異なる曲面に見えるような立体である [1]. 人間がこの曲面を見ると,2つの視
点に応じて,2つの異なる底面 (その境界をそれぞれ平面曲線 C_{1},  C_{2} とする) を持つ柱体
の側面と錯覚する.しかし,この曲面は実際には,ある空間曲線  C  (C_{1}, C2) を平行移動し










本システムは Web アプリケーションであり,ユーザは PC のブラウザ上で使用する.
その概要を図1に示す.





ユーザは,2つの視点に応じて柱体の底面の境界に見えるべき2つの平面曲線  C_{1} , C2
を入力する.Web ページ上で折れ線としてグラフィカルに指定するか,折れ線の座標を
CSV形式で記述したファイルをアップロードすることにより指定する.
システムは Sugihara の方法 [1] で,平面曲線  C_{1} ,  C_{2} から空間曲線  C  (C_{1}, C_{2}) を折れ線
として求める.
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 3D プリンタ 数学的な対象を  3D プリンタを用いて可視化することは多く行われてい
る [3].
本システムは,曲面  C(C_{1}, C_{2})\cross[0,1] に厚みをつけた3次元物体を,3次元オブジェク
ト表現言語である STL形式のファイルとしてダウンロードすることができる.このファ
イルは,多くの CAD ソフトウェアや  3D プリンタドライバで変換し,  3D プリンタで出
力することができる.
例として,UV インクジェット方式の  3D プリンタ 3DUJ553(ミマキエンジニアリング)





図2:  3D プリンタで出力した変身立体
について,同様のモデルの展開図を動的に生成して,A4 サイズの PDF 形式のファイル
として出力する (図3).
3 まとめと展望
本システムを授業内で使用して学習活動を行うときには,PC,  3D プリンタなどのデバ
イスが制約下で使用できるかどうかが問題になる.特に,  3D プリンタは出力に時間を要
し,授業時間内に出力を得らレない場合がある.本稿で報告した展開図の組み立てによ
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図3: 本システムの出力する展開図の例
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